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第1 5 7 回地震予知連絡会 目次 2 004 年 5 月 17 日

1 ）近畿北部における最近の地殻活動・・・・・・・・・・・（B ）

・ 丹波山地の微小地震活動低下と2004 年 4 月 16 日亀岡付近 M3．7 の地震に

つい て

・ 近畿北部の地震活動の時空間変化

・ 地殻変動連続観測に見られる最近 1 年間の歪レー トと水位変化

2 ）西 日本各地の地殻変動連続観測結果（1999 年 1 月－2004 年 3 月）

－近畿・ 日向灘総合観測線、山崎断層－・・・・・・・・・（C ）

3 ）淡路島 800m 孔における歪と地下水圧の変化 ‥ ・・・・・（C ）

辻】近畿北部における最近の地殻活動 ‥・‥・（B

0 2003 年 1 月頃から、近畿北部の地震活動が低下している。

特に、琵琶湖西岸から京都府南部、大阪府北部にかけての丹波山地で顕著

○最も地震活動の低下していた亀岡市南西部で、4 月 16 日 M3．6 の地震が発生した。

○このような地震活動の低下の後、有感地震を含む地震活動が活発化することは

1 998 年頃にも見られた。 過去 30 年には、見方にもよるが 5 ， 6 回ある

0 1995 年兵庫県南部地震の数前から地震活動が低下していたが、半年前から有感地震

を含む地震活動が活発化した。

○複数の地殻変動連続観測データにおいても、2003 年 2 月頃から歪 レー トに変化が見

られ る。
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震予知研究センター阿武山系データ （ただし，200 1年までは再験測，200 2年以降は自動処理による）

【

1 9 9 9

2 0 0 0

2 0 0 1

2 0 0 2

ノ2 0 0 3

‥1999年1月～20 04年4 月の丹波山地から琵琶湖西岸にかけて の微小地震の時空間分布。京都大学防災研究所地
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図2 ：199 9年1月～2004年4 月の丹波山地の微小地震の積算発生 数。京都大学防災研究所地震予知研究センター阿

武山系データ。空間範囲は図 1 内の 矩形範由と同じ。2003年1月末頃から活動が低下 したまま現在に至っている。

丹波山地の周辺地域（柳ケ瀬断層，和歌山市周辺，六甲・淡路島地域，山崎断層等）では， このような低下は見
られない。200 1年8月および199 9年2月の増加はM 4 ～5の中規模地震の余震活動。
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データD 空間範囲は図 1 内の矩形範囲と同じ○兵庫県南部地震直後から丹波山地の微小地震活動は活発化した。

H y o 9 0 E q ．

M 7 ．3

6 ㈱

K y o to

M 4 ．6

低下 1

†1l na9aWa
S w a rm

5 ㈱

棚

3 ㈱

2 跳物

1 ㈱

詣90 竿991 弓も92 守993 弓も94 弓も95
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央分布／（C）（B ）で示した地震の積算発生数．

（ D ）同じく亀岡付近の19 85年1月～19 87年8月

の積算発生数．198 7年5月28日M 5．0 に先行す

る静穏化が見 られる。（片尾，200 0）
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地殻変動連続観測記録に見られる最近約 1 年間の歪レートの変化と水位変化

2 003 年 2 月未頃から、天ヶ瀬観測所の伸縮計記録に歪レー トの変化が現れた（図 1 ）。N

6 2．50 E とN 27ぷ W の2 成分の歪レー トはそれまでの平均値の4 倍近い値になり、南北方

向の縮みが増加したことを示している。歪レー ト増加期間の継続時間と降雨の記録から見

て、この変化は降雨の影響によるものではない。同様の時期に、天ヶ瀬観測所の真西 24km

にある阿武山観測所の伸縮計記録にも同様の変化が現れた（図 2 ）。天ヶ瀬観測所から南南

西42K m にある屯鶴峯観測所の伸縮計記録も、南北方向の縮みが増加したことを示 してい

る。

同じ時期に、天ヶ瀬観測所の北 12km にある逢坂山観測所の水位記録に急激な増加が見

られた（図 3 ）。通常、逢坂山観測所の水位は降雨量の多寡に追従する事がわかっている。

しかし今回は、水位増加をもたらすと考えられる降雨が観測された時期よりも1 0 0 日以

上先行して、水位の上昇が始まった。歪と水位は相互に影響を及ぼす関係にあるが、今回

の水位上昇は、周辺の地殻が圧縮されたために生じたと考えられる。理由の一つ時、前述

のように降雨に先行して水位上昇が始まったこと。もう一つの理由は、かなり水位が低下

してきた最近になっても、歪が水位上昇が始まった頃の備に復していないことである。

各グラフはこれまでの経年変化が分かるように、すべて 1999 年から現在までを示してい

る。図2 には屯鶴峯、天ヶ瀬、阿武山、逢坂山各観激所からそれぞれ歪観測値 1 成分を選

び並べた。各観測所における他の成分は、図 1 に天ヶ瀬を掲げているほか、別稿の西日本

の坑道内地殻変動連続観測点の記録に他の観測所とともに発表している。また、図 3 の逢

坂山のグラフでは水位を支配する主要因の一つである雨量について雨量積算健から平均的

積算直線の値を引いた差の値のグラフも付け加えている。

（ 森井 亙）

第1 図 天ヶ瀬観測所で観測された地殻歪変化と日雨量（1999 年 1 月から2004 年 4 月まで）

第2 図 屯鶴峯、天ヶ瀬、阿武山、逢坂山各観測所で観測された地殻歪変化 と天ヶ瀬観測

所における日雨量（1999 年 1月か ら2004 年 4 月まで）

第3 図 逢坂山観測所における地殻歪、水位の変化および雨量積算値から平均積算直線債

を差し引いた値、日雨量（1999 年 1月から2004 年 4 月まで）
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第1 図 天ヶ瀬観測所で観測された地殻歪変化と日雨量（1999 年 1 月から2004 年 4 月まで）．

第2 図 屯鶴峯、天ヶ瀬、阿武山、逢坂山各観測所で観測された地殻歪変化と天ヶ瀬観測所における

日雨量 （199 9 年 1 月から2004 年 4 月まで）．
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第3 図 逢坂山観測所における地殻歪、地下水位の変化および積算雨量値から平均雨量積算値を

差し引いた値、日雨量（1999 年 1 月から2004 年 4 月まで）．

M oれ血
ll12

3＆

13 Lll5 I丘】7 咽19 1▲131C l112 I3 叫15 16 】7 18 l，1A l∋lC

‾1

】1 12

Oc

1311

SA

15 】‘

A

＼

17 11】

A

G

19 1▲

A

18 1Cll lZl

l

3 1415 I‘

．O E

lT 18

6

19 1A l甘IC ll 12 13 1415 1‘】？1819 】A13 1C ll 12 13 1l

L】．．J l ．l－
l

Ⅵヽ

l．l

eぎl u al

積 算 雨 量 一 平 均 雨 量 積 算

100m m

山 ‥l＿」．．卜川
‖山一lし　 卜】山 州 －．州‖ ．．心 dり． ．山 l．川 ．．．　 山 L．．山 州 山 ．J．一．‖山 ．．．．‖

】　　 19弊　　 1　　　 2∝氾　　　 ■　　　　 200 1　　　　　　 2002　　　　　　　 2003

Y e8r



トー▲

（．⊂〉

）

谷

紳

肘

日

吉

雛

舟

瀞
‰

ほ

ーと化変輩の向
㈲

触感串間年
5

嘲

鮒他の也鮭漁一
胤

硝東●山武阿●
欄

将山

馬

訂

き

a

脚

即

納

‥y
．
昏

V
J

恥
恥
如血

ノノ〆珊 i匂増
て一

号
主

i

e

昏や現収軋
．

m

円
〆

㌔

山

椚

i

芸

5

棚
一V

‘暇
州

a

一

㍍
u

b

円

．㌔

代㌦代

帆号

l

k

邑
Sam

a

V

ターデ
H

一

仰視観続連動変殻地の前の震地部南県庫兵
5

991



2 0

西日本各地の地殻変動連続観測結果（1999 年 1 月～2004 年 4 月）

一近畿・ 日向灘地殻活動総合観測線、山崎断層一

京都大学防災研究所 地震予知研究センター

京都大学防災研究所地震予知研究センターが西 日本に展開している坑道内での地殻変動

連続観測点のデータを 1999 年から現在まで 5 年強の期間について報告する。これまでは総

合観測線記録として 1 年間を単位として報告してきたが、別稿の「近畿北部の最近の地殻

活動」と関連させて見ていただくために、同稿の図と期間を合わせた。山陰・近畿・北陸

地殻活動総合観測線から5 点、日向灘地殻活動総合観測線から7 点、さらに山崎断層上の

安富観測室の計 13 点のデータを報告する。

各観測点のグラフは伸縮計および雨量を中心として、一部に水管または気泡式傾斜計，

地下水位記録を含む。E 表記または方位のみの表示が伸縮計、E C は伸縮計の中間センサ

ー、W は水管傾斜計、B は気泡式傾斜計、各グラフ最下段の棒グラフは日雨量である。安

富観測室では 1 箇所に固定した2 本の基準尺に多くのセンサーを分布させているので、断

層破砕帯の位置とセンサー配置の図を挿入した。

顕著な年周変化を示す安富、宿毛、串間、大隅などは坑道が浅いために外気温の影響を

受けてお り、他の点でも降雨の影響を受けるところが多い。近畿地方では 1999 年と 2003

年の夏季の雨量が平年値より多かったが、九州ではほぼ平年値で推移している。長期的に

は単調な経年変化を示す地点が多いが、詳細に見れば必ず しも一様な変動ではない。近畿

中央部の天ヶ瀬、阿武山、逢坂山、屯鶴峯の各観測所では2003 年 2 月未ごろより歪変化率

や水位変化にそれまでの経年変化とは異なる傾向がみられているが、これは上記別稿で具

体的に述べる。宮崎観測所ではいくつかの成分で、1996 年に連続 して発生した 2 個の M 6

級地震をはさんでその 1 年ばか り前より歪レー トが大きくなっていたが、200 1 年から2002

年にかけて 1995 年までのレー トに戻った。

（ 大谷文夫・寺石眞弘・渡辺邦彦）
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第3 図 逢坂山観測所における歪変化、地下水位（G W L）、積算雨量から平均積算直線を

差し引いた値、日雨量（1999 年 1 月～2004 年 4 月）．

M om 】山

2 7

6 2

7 2

5 Ⅰ：

♭m

1 999 ：己（仰 2 ∝ ）1

M G

2 0 0 2 ：ZO O 3

．O l≡

Y e 8r

第4 図 天ヶ瀬観測室における歪変化と日雨量（1999 年 1 月～2004 年 4 月）．

ー3 －

M o Il也

l lZ l

3名

ヨ14 15 18 17 】8 1

O c

，lA l即 C ll 12 13 叫 l5 18 17 18 19 1A l∋lC 】l 12 13 14 1

S A

5 1‘1

A

、ヽ

7 18 1

A

G

p lA l

A

L

ヨIC l1 13 13 叫】5 18 1

O E

7 柑 l9 1A l8 1C l1 1⊇l3 叫 l5 i6 17 18 1I l▲lB IC l1 12 13 14

Ⅵヽ

8

［100 m m

．．．l．一1 L 仙 川山 し ． ．】．山 ．州 ．．．1 1■．
． ．．．．＿．止‖．．‥ 1＿．1．．l．⊥仙．． 】l．LL．山 ‖ 山 ．＿j＿一1．．．… ．山 山 ．l ．l． ．．．．．

1柳　　　　　　　 20（氾　　　　　　　 2（氾 1　　　　　　 20 0 ：己　　　　　　　 2 00 3
l　　　　　　　 l　　　　　　　 l　　　　　　　 l　　　　　　　 l　　　　　　　 l

Y e lr



M o n仙

′
▲U

－

Y e ar

第5 図 阿武山観測所における歪変化と日雨量（1999 年 1 月～2004 年 4 月）．

M o Il血

2 00 1

泡r

第6 図 屯鶴峯観測所における歪変化（1999 年 1 月～2004 年 4 月）．



2 4

第7 図 山崎断層安富観測室における歪変化（1999 年 1 月～2004 年 4 月）．
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第9 図 槙峰観測室における歪・傾斜変化と日雨量（1999 年 1 月～2004 年 4 月）．
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第11 図 伊佐・大隈各観測室における歪・傾斜変化と伊佐の日雨量

（ 1999 年 1 月～2004 年 4 月）．
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淡路島 800 m 孔における歪と地下水圧の変化

京都大学大学院理学研究科

京都大学防災研究所

東京大学地震研究所

淡路島 800m 孔は野島断層解剖計画で掘削され、地殻変動と地下水の観測が行われてきた。この孔は水頭が

フランジより上であり、孔口を密閉すると水圧が約 80kP a 上昇する。ここでは、観測された歪と水圧変化に

見られる特異な変化について報告する。

1 ．歪変化には、4 ～5 年の周期で揺 らぎが見られる。

2・ 最近（2003 年 12 月 28 日－2004 年 1 月 14 日）、短期間の水圧低下が観測された。この低下は、2000 年

鳥取県西部地震の前（2000 年 8 月 2 1 日－ 9 月 10 日）に記録されたものと類似の変化である。また、京

都市の大原観測井（産業技術総合研究所）の水位データにも同じころに水位低下が見られる。

1 9 9 6 1 9 9 7 1 9 9 8 1 9 9 9 2 0 0 0 2 0 0 1 2 0 0 2 2 0 0 3 2 0 0 4 2 0 0 5

図1・ 淡路島 800 m 孔で観測された歪、傾斜、地下温度の変化（1996 年 6 月－2004 年 3 月）。

1 996 年 12 月末に孔口が開放 され、2000 年 8 月初めに密閉された。夫印で示す歪変化はボアホ

ール内の水圧変化により生じた。ちなみに、1996 年の変化は、計器設置の影響である。

2 00 1年春頃、地下温度が上昇に転 じ、歪と傾斜の トレンドにも変化が生 じた。
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図2 ．指数関数的と直線 トレン ド除去後の歪変化。

年周変化 も除去された。4～5年の周期的変化があるように見られる。
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図3 ．地下水圧と歪3 成分の変化 （2000 年 8 月一2004 年 3 月）。

細矢印は、1800m 孔からの注水試験を示 し、太矢印は、顕著な地震を示す。

2 0 0 4

最近 （2003 年

1 2 月 28 日－2004 年 1 月 14 日）、短期間の水圧低下が観測された。この低下は、2000 年鳥

取県西部地震の前（2000 年 8 月 2 1 日－9 月 10 日）に記録されたものと類似の変化である。
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図4 ．2000 年 8 月 2 1 日－9 月 10 日（上）と2003 年 12 月 28 日－2004 年 1月 14 日（下）

の水圧変化の比較。

水圧低下と回復の前後の短期間のみが示されており、それぞれの図には、水圧、歪 3 成分、

傾斜 2 成分を示す。最近、Str M と¶1tY にノイズが多い。

2 000 年と 2003 年－2004 年の変化 とは似ているが、2000 年の変化の方が水圧変化の速度は

速い。
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淡路島800m 孔と大原観測井との地下水圧変化の比較

▲
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図5 ．淡路島 800 m 孔と大原観測井との地下水圧変化の比較。

2 003 年末－2004 年初に、類似の水圧低下が見られる（一点鎖線で示す）。両観測点は、約

1 00km 離れている。なお、大原、花折のデータは産業技術総合研究所のホームページのも

のが修正使用 された。
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図6 ．淡路島鮒Om 孔と大原観測井との地下水圧変化の詳細比較。

大原、花折のデータは産業技術総合研究所のホームページのものが修正使用 された。
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